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論文内容の要旨
【目的】熱ショック蛍lJの1つであるユビキチン (Ub)は種々のストレスに対して急速に反応する。本研
究では、法医病理診断学上、中脳黒質メラニン含有神経細胞核内のじbの発現率が急性窒息死における中瓶
神経系へのストレスの指標となりうるかどうかを免疫組織化学的に検討した。
【材料および方法】急性窒息死群として絞頚9例、続強5例、叶.物吸引 5例、溺死16例、対照急死群とし
て脳幹損傷12例と~~，~生心筋梗塞18例を用いた。それらの中脳部のホルマリン周定・パラフィン包埋組織か
ら連続切片を作製し、 HEおよびUb免疫染色を施して観察した。
【結果】黒質メラニン合有神経細胞の核内Ub免疫染色は、封入体型とびまん性型に分類された。じb陽性封
入体はHE染色で、のマリネスコ小体に該当した。そこでマリネスコ小体を含有する神経細胞の出現率および
免疫染色での上記名引のUb陽性率を算出して各群を比較検討した。その結果、年齢を考慮した多変量解析
で、絞頚群のマリネスコ小体の出現率は対照および溺死群に比べて有意に高備を示した (Pく0.01)0 Ub総
陽性率(平均値)は、絞頚17.0%、結頒8.6%、吐物吸ヲ117.6%および溺死19.8%で、絞頚群および溺死群で
は対照の脳幹揖傷 (5.0%)および急性心筋梗塞 (8.3%)と比べて顕著な有意差が認められた (p<0.001)。
また、溺死群のびまん性塑陽性率は対照群および他の窒息死群より死後経過時間や生存時間とは無関係で、
死因との密接な関連性が認められた。また、核内Ubの封入体型陽性率および総陽性率はマリネスコ小体の
出現率と相関性を示した。
【結論】中脳黒質メラニン含有神経細胞の核内Ub陽性率は窒息死における中松神経系へのストレスの指標
となる可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
熱ショック蛍臼のひとつであるユピキチンは種々のストレスに対して急速に反応することが知られてい
る。本研究は、法医病理診断学上、中脳黒質メラニン含有神経細胞のユビキチンの発現が急性窒息死ある
いは溺死における中枢神経系へのストレスの指標となりうるかどうかについて免疫組織化学的に検討した
ものである。
研究対象は、急性窒息死と確定診断された法医解剖19例(絞絹9例、総頚5例、吐物吸引 5WIJ)および
溺死16例である。対照急死群として、脳幹損傷12例と急性心筋梗塞18例を用いている。各例の中脳部のホ
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ルマリン固定・パラフィン包埋組織片から連続切片を作製し、へマトキシリン・エオジン (H己)染色およ
び抗ユビキチン抗体を用いた免疫染色を行って観察した。
その結果、黒質メラニン含省神経細胞の核内に特徴的なユピキチン免疫染色像が見いだされ、喧す入{本型"
と“びまん性型"に分類されている。それらのうち、ユビキチン陽性核内封入体はHE染色におけるマリネ
スコ小体に該当することが示された。そこで¥マ IJネスコ小体を合有する神経細胞の出現率および免疫染
色での上記各型の機内ユピキチン陽性率を算出して、各死因群を比較検討した。マリネスコ小体の出現率
については、加齢性退行性変化と関連する可能性があるため、年齢を考慮した多変量解析を行うと、絞霊長
群では対照群および溺死群に比べて有志に高値を示した (Pく0.01)。一五、ユビキチン総陽性率〈平均値)
は、絞頭17.0%、総額8.6%、吐物吸引17.6%および溺死19.8%となっており、絞頚群および溺死群では対照
群の脳幹損傷 (5.0%)および急性心筋梗塞 (8.3%)と比べて顕著な有意差 (Pく0.001)が認められてい
る。“びまん性型"ユビキチン陽性率に関しては、溺死群が対照群および他の窒息死群よりも高値を示した
(pく0.01)。さらに、多変量解析にようて、ユビキチンの総陽性率および“びまん性型"陽性率は、年齢、
性別、死後経過時間や生存時間とは無関係に死困と密接に関連していることが明らかにされた。また、核
内ユビキチンの“封入体剤"陽性率および総陽性本はマリネスコ小体の山現率と相関することが示されて
いる。
以上の結果から、中脳黒質メラニン含有神経細胞の核内ユビキチン陽性本は、急性室息死における中枢
神経系へのストレスの指標となる可能性が示唆された。これは、外傷性致死的ストレスの中枢神経系への
影響を評価する kでも興味深い。本研究の成果は、法医実務における死因診断上意義深い新たな知見を提
供したものと評価される。よって著者は博士(医学〉の学位を授与するに値するものと判定された。
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